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幼児 1 1 － － － － － － － － － － － － － 2
小学生 6 3 3 1 1 － 2 － 2 － 1 1 2 5 2 31
中学生 12 1 － 3 2 1 4 － 4 － － 1 5 7 1 41
高校生 13 3 － 3 1 2 6 － 4 － 1 － 7 9 1 50
浪人等 2 － － 1 － － － － － － － － － － － 2
短大等 4 1 － 3 1 1 2 － － － 1 － 1 4 － 18
大学生 16 7 3 4 － 1 3 － 7 － 1 － － 1 － 45
合 計 55 16 6 15 5 5 17 － 17 － 4 2 15 26 4 187
世 帯 38 11 4 8 3 3 9 － 12 － 1 2 9 15 2 117

家族人数 125 33 11 25 11 11 29 － 35 － 5 5 27 45 6 368

公益社団法人 北海道交通遺児の会

〒060-0051 札幌市中央区南１条東１丁目

大通バスセンタービル１号館６F

電話 011（232）8688 FAX 011（232）8689

ご 挨 拶
公益社団法人北海道交通遺児の会

会 長 工 藤 修 二

２０２４年の年頭にあたり謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

まずは、元日に発生した能登半島地震で亡くなられた方々に心より哀悼の意を表しますととも

に、被災された方々にお見舞い申し上げます。被災地域の安全と一日も早い復興をお祈り申し上

げます。

さて、今年は、私たち北海道交通遺児の会が昭和４９年に創立以来、満５０年を迎えます。

この間、微力ではありますが、交通遺児及びそのご家族に寄り添いながら各種事業を展開し、例えば奨学金について

は、制度が始まった昭和６３年から数えると延べ２，７００人を超える交通遺児の方々にお渡しすることができ、また、

交歓交流事業においては、これまで、キャンプや果物狩り、年末交流会（クリスマス会）などのほか様々な内容でレク

リエーションを実施し、延べ１万１千人を超える方々にご参加をいただくなど、交通遺児を激励しつつ、子供たちのそ

れぞれの夢に向かって、多少なりともその背中を押し続けることができてきたのではないかと考えています。

これもひとえに、企業、団体そして個人の皆様からの温かいご支援によるところであり、これまで支えていただいた多

くの方々に深く感謝を申し上げます。

道内における交通遺児数は、交通安全に携わる多くの方々の熱意ある取組により年々減少しており、私どもが全道域

で実態調査を開始した昭和６３年当時の１千５９０人から令和５年調査では１８７人まで減少しています。しかし、全

体の遺児数は減っても、ある日突然に大切な肉親を失った個々の子供たちが精神的にも経済的にもたいへん厳しい環境

に置かれていることに変わりはありません。私たちは、こうした子供たちやそのご家族が自信と誇りをもって力強く生

き抜いていただけるよう、引き続き支援激励に全力で取り組んで参る所存ですおりますので、今後とも皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

結びに、今年も皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

はまなす

令和５年度

交通遺児数

令和５年度調査における
道内の交通遺児数は

１８７名です。

令和６年１月発行 ５０周年記念号



１年 ２年 ３年 ４年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計

新規 7 7 3 1 4

継続 8 6 14 12 9 12 9 42

計 7 8 6 21 15 10 12 9 46

高　校　生 大　学　等　生

区分

令和５年度の主な事業の実施状況をお知らせします

◎育英奨学事業

高校生・大学等生に対する奨学金の支給

下表のとおり高校生２１名の方に月額２万円（年額２

４万円）、大学等生４６名の方に月額１万円(年間１２

万円）を、６月と１２月に分けて支給しました。

入学祝金の贈呈

中学校新入学生徒５名、高校新入学生７名に１人２万

円、大学等新入学生１５名に１人１０万円、合計２７名

に贈呈しました。

卒業祝金の贈呈

高等学校を卒業後、進学をせずに就職等をした７名に

１人５万円を贈呈しました。

修学旅行支援金の支給

小学生１人１万円を８名、中学生１人２万円を９名、

高校生１人３万円７名、合計２４名に支給しました。

(令和６年１月までの分。最終締切は令和６年２月２２

日（木）です。最終締切に間に合わない場合はご連絡く

ださい。）

図書カードの贈呈

お子さん１６８名に、クリスマスカードに添えて１人

３千円分の図書カードを贈呈しました。

◎慰霊祭

第４８回交通事故物故者慰霊祭を、交通事故撲滅祈

願と併せて、道、道警、交通安全関係団体等のご支援

ご協力をいただき厳粛に行い

ました。

実施日

８月２２日（火）

会 場 札幌斎場

参加者 ３９名

◎交歓交流事業

レクリエーション

＊劇団四季「リトルマーメイド」

実施日 ７月２３日（日）

会 場 東１丁目劇場施設（旧北海道四季劇場）

参加者 ２０名

コロナ禍の影響を受けて、千秋楽

を迎えられないまま幕を閉じた公演

が、３年ぶりに北海道にやってきま

した。みなさん楽しんで頂けたよう

です。

～ 参加者の感想 ～

「子ども達は初めてのミュージカル

で、映画との違いにわくわくしていました。終わった後、

楽しかったし、あんなことどうやっているのだろうと興味

津々、興奮していました。貴重な体験をさせていただきあ

りがとうございました。」（厚別区 Iさん）

「親子共々ミュージカルを見たことがなく、とても楽し

みにしていました。迫力あり、笑いありでとても楽しかっ

たです。遠く、日帰りで大変でしたが、とてもいい思い出

になりました。」（釧路市 Оさん）

＊交歓交流会１２月

実施日 １２月２日（土）

参加者 抽選会 ８９名

クイズ大会 ５２名

ラインのオープンチャットクイズ

大会と抽選会を行いました。今年で

３年目になり、毎年期待の声が多く

よせられ、過去最多人数での開催と

なりました。

抽選会賞品を毎年変えてますが、

人気賞品は倍率が高くなかなか当た

りません！強運の当選者からは喜び

の声が届いています。また、当日参

加者の特別抽選もあり、抽選に外れ

ても、もう一度チャンスがあるので、

「当たったー！」「おめでとう！」

と大いに盛り上がりました。

他にも、

ロースト

チキンやブッシュドノエルが当たった

方が写真を寄せてくれました！

喜んでいただけたようでなによりです☆彡

「ゴディバアイスアソート」

に当選された方から写真が

届きました。「立派な箱入

りの美味しそうなアイスが

届きました✨」



〇高校生
（札幌市 高校１年生）

私の将来の夢は、中学校の時にお世話になった先生たちの

ような教師になることです。中学時代、クラスにうまくなじめず

学校を休みがちになった時もありました、それでも私が学校に

行けるようになったのは、いつも親身になって話を聞いてくださっ

た先生方の存在があったからです。自分自身の経験を活か

し、先生達のような教師になるのが私の

目標です。

（札幌市 高校１年生）

中学校をあまり通えなかった僕は、高

校で、自分のレベルにあった勉強に必死に取り組みました。

部活は、メディア局に入局し、校内の情報を伝えるブログを

作成したり、ラジオ放送を行っています。アルバイトもはじめた

ので、決して楽ではないけれど、たくさんのことを学び、社会

経験を積めていると感じます。

（浦臼町 高校１年生）

入学してから、現在に至るまで、首席を維持していて、今でも、

努力を怠ることなく勉強に励んでいます。また、夏休みには小

学校の学習会ボランティアに参加し、小学生と交流しました。

最近は、学校の授業で、ギターやピアノの練習に取り組んで

います。友達と一緒に練習していて、段々弾けるようになって

いるので、これからも頑張っていきたいと思い

ます。

（函館市 高校２年生）

部活のサッカーに力を入れています。１年

生の時は、ベンチに入ることが難しく、試合出場のチャンスは

少なかったですが、２年生になってからは、試合に出る機会

が増えました。ジャンパー膝と診断され、ひざの痛みが出るこ

ともありますが、試合に出るたびに反省点が出てくるので、そ

れをもっと改善できるように、さらに続けて出場できるようにと

練習に取り組んでいます。

（夕張市 高校３年生）

僕は卒業後就職することに決めて、今年の

春休みから気になった企業を見学に行ったり、

企業説明会に参加したりしました。そして、面接の練習を毎

日やって、先日採用試験を受けてきました。結果はまだわか

らないので、ドキドキしています。社会人になり、ちゃんと働ける

か不安はありますが、希望をもって、皆さんの役に立てるよう

に頑張りたいと思います。

奨 学 生 か ら の 寄 稿

〇大学等生

（余市町 専門学校１年生）

私は将来プロスポーツトレーナーになるために、専門学校

に行き、アスレティックトレーナー科に入り、２年後には「ATの

資格」を取れるよう、勉強や現場実習を頑張っています。授

業内容はとても難しく、付いていくのがとても大変なので、家や

バスの中でテキストやプリントを見て勉強しています。後期に入っ

てから自分がとりたい資格検定を取りに行っています。学生の

うちからしっかり勉強の復習や資格検定、現場実習で技術や

知識、人間性などを身に付け、「ＡＴの資格」を取れるように

日々がんばって取り組んでいきます。いつもご支援ありがとう

ございます。

（札幌市 短期大学２年生）

私は進学してから部活動に力を入れ

て取り組んできました。私が所属している「よさこい」を通して

身体面や精神面でもたくさん成長することができました。他学

年や他学校、目上の人と関わる機会が増え、社交性を身に

付けることができたと感じます。最近では部活動での遠征に

参加し、全体の統括を行いました。大変でしたが、貴重な経

験をさせていただきました。今回の遠征に行くことができたのは、

交通遺児の奨学金のおかげです。

もう一つ、就職活動にも力を入れて取り組んできました。面

接練習をたくさん行い、校内推薦枠で受けることができました。

勉強、部活動、就職活動の両立はとても大変でした。ですが、

一緒に頑張ってくれる母の存在があったため、私も頑張って

取り組むことができました。

（札幌市 大学３年生）

大学３年生になり、ゼミ活動の中でボランティア活動がとて

も多く、地域活性化や障がい者スポーツへの支援活動や地

域の小学生の図工コンクールのお手伝いなどをしています。ま

た、消防士になるために勉強をしたり、部活のゴルフ部も活動

しています。アルバイトは、近所の中古車屋の美装などをして

います。これからは、来年６月にある消防士の試験に向け、勉

強により一層力を入れて頑張っていこうと思います。

（浦河町 大学４年生）

入学してから今まで、主に学業に力を入れてきました。日々

の授業もそうですが、司書、中学校教諭一種免許状（国語）、

高等学校教諭一種免許状（国語）を取得できる資格強化

の授業にも力を入れてきました。今年は教員採用試験と教育

実習があります。教員採用試験は無事に一

次を合格し、二次に進むことができました。教

育実習はこれからですが、楽しみな反面不安

もありますが、精一杯頑張ろうと思います。



５０年の歩み

〇 １９７４年（昭和４９年）
道内の交通事故死者激増を憂慮し、元札幌市長

の高田富與氏が同憂の士に呼びかけ、本会が創立
されました。

〇 １９７５年（昭和５０年）
札幌市の協力を得て札幌市役所内に事務局（事

務所）を設置し、レクレーションや年末交歓会な
どの交歓交流事業、交通
事故物故者慰霊祭の実
施のほか、札幌市内及
び石狩管内を対象とし
た交通遺児実態調査、
機関紙の発行を開始し
ました（以後、毎年度
実施しています）。

〇 １９７６年（昭和５１年）
任意団体を法人化し社団法人北海道交通遺児の

会を設立しました。

〇 １９７７年（昭和５２年）
事務所を札幌市中央区南１条西１０丁目タイム

スビル内に移転しました。

〇 １９８５年（昭和６０
年）
大学生に対し奨学金の支

給を開始しました。
また、北海道中央バス労

働組合様のご支援によりミ
ステリーバスツアーが始まり、以後平成２６年ま
での３０年間毎年実施され、延べ１，９７２人が
参加しました。

〇 １９８８年（昭和６３年）
事務所を札幌市中央区南３条西１１丁目中央区

役所分庁舎内に移転しました。
また、交通遺児実態調査の対象地域を全道域に

拡大しました（当時の交通遺児数
１，５９０人）。
さらに、奨学金支給を制度

化し、大学生への支給を廃止
して対象を高校生としまし
た（月額７千円から開始）。

〇 １９８９（平成元年）
事務所を札幌市中央区
南１条東２丁目バスセ
ンタービル２号館内に
移転しました。
また、小学校及び中

学校の入学者に対し、
入学祝金（２万円）の
贈呈を開始しました。

〇 １９９０（平成２年）
奨学金の支給額を月額１万円に引き上げました。

〇 １９９１年（平成３年）
奨学金の支給額を月額１万２千円に引き上げま

した。

〇 １９９２年
（平成４年）

事務所を札幌市中央
区北１条西３丁目札幌
住友信託ビル内に移転
しました。

〇 １９９９年（平成１１年）
事務所を現在の札幌市中央区南１条東１丁目大

通バスセンタービル１号館内に移転しました。

〇 ２０１１年（平成２３年）
公益社団及び公益財団法人の認定等に関する法

律（平成１８年法律第４９号）に基づき、公益認
定を受け公益社団法人となりました。

〇 ２０１２年（平成２４年）
小学校及び中学校の修学旅行者に対し、修学旅

行支援金（小学生１万円、中学生２万円）の支給
を開始しました。
また、中学生以下の交通遺児に対し、１２月に

クリスマスカードに添えて
図書カード（３千円相当）
の贈呈を開始しました。



〇 ２０１３年（平成２５年）
奨学金の支給額を月額１万５千円に引き上げました。

〇 ２０１４年（平成２６年）
入学祝金、修学旅行支援金及び図書カードの贈呈・支

給対象を高校生まで拡大しました（高校生の修学旅行支
援金は３万円、その他は小学生・
中学生と同額）。

〇 ２０１７年（平成２９年）
奨学金の支給額を月額２万円

に引き上げました。

〇 ２０１９年（令和元年）
入学祝金の贈呈対象者を大学等生まで拡大しました

（道内の高等学校を卒業した者に限る。贈呈額は、短大・
専門学校生５万円、大学生１０万円）。併せて大学等生
も図書カードの贈呈対象としました。

〇 ２０２０年（令和２年）
新型コロナウイルス感染症の拡大により、創立以来毎

年実施してきた交通事故物故者慰霊祭の開催を中止しま
した。同様に、交歓交流事業（レクリエーション）の実
施も見送りましたが、コロナ過において、家庭内での家
族の団らんや交流を支援するため、交通遺児家庭に対し
商品券（１世帯５千円（２子以
上１千円を加算））を贈呈しま
した。

〇 ２０２１年（令和３年度）
それまで、「主として生計を

維持していた保護者を失った子
又は重度後遺障害のため就労ができない家庭にある子」
を支援の対象としてきましたが、主として生計を維持し
ていた者以外の保護者を失った場合又は重度後遺障害の
ため就労できない場合であっても、交通遺児の精神的苦
痛に変わりはなく、さらに近年の共働き世帯の増加等に
伴い、家計への影響が大きいケースも考えられることか
ら、「主として生計を維持していた」という条件を撤廃
し、支援対象の拡大を図りました。
また、短大・専門学校生に対する入学祝金の贈呈額を

大学生と同額の１０万円に拡大しました。

〇 ２０２２年（令和４年度）
奨学金の支給対象を大学生、短大生・専門学校生まで

拡大しました（大学等生は月額１万円）。
また、高等学校卒業後、進学をせず就職等をする交通

遺児に対し、卒業祝金（５万円）の贈呈を開始しました。

〇 ２０２４年（令和６年度）
創立５０周年を迎えました。

（歴代の会長）

初代会長は、本会の設立に尽力された元札
幌市長の「高田富與」氏が就任し、その後、
次の方々が会長として本会の発展に貢献され
ました。

・昭和５１年 高田富與氏
元札幌市長

・昭和５１年～昭和６２年 生駒一郎氏
生駒産業(株)代表取締役社長

・昭和６３年～平成３年 柴藤正吉氏
札幌商工会議所副会頭

・平成３年～平成７年 中平正一氏
（社）北海道トラック協会会長

・平成７年～平成９年 足利順一氏
（社）北海道トラック協会会長

・平成９年～平成１８年 富山憲一氏
（社）北海道トラック協会会長

・平成１８年～平成１９年 富山憲一氏
（社）北海道トラック協会名誉会長

・平成１９年～平成２５年 杉本守巧氏
（社）北海道トラック協会会長

・平成２５年～平成２６年 杉本守巧氏
（公社）北海道トラック協会名誉会長
・平成２６年～平成２９年 伊藤昭人氏

（公社）北海道トラック協会会長
・平成２９年～令和元年 奈良幹男氏

（公社）北海道トラック協会会長
・令和元年～令和２年 奈良幹男氏
（公社）北海道トラック協会名誉会長
・令和２年～ 工藤修二氏

（公社）北海道トラック協会会長



主 な 事 業 の 実 績

交通遺児の就学支援等を目的に各種給付事業を

実施しています。

【これまでの実績】

（１）奨学金の支給（S６３～R５）

〇 支給者数 延べ ２千７２０人

〇 支給額計 ４億１千２４８万２千７３０円

（２）入学祝金の贈呈（H１～R５）

〇 贈呈者数 延べ １千５５７人

〇 贈呈額計 ３千５０６万円

（３）修学旅行支援金の支給（H２４～R５）

〇 支給者数 延べ ４１３人

〇 支給額計 ８７５万円

（４）図書カードの贈呈（H２４～R５）

〇 贈呈者数 延べ ２千２５４人

〇 贈呈額計 ６７６万２千円相当

（５）卒業祝金の贈呈（R４～R５）

〇 支給者数 １１人

〇 支給額計 ５５万円

交通遺児の激励と交通遺児家庭相互の交歓交流を図

るため、キャンプ、果物狩り、地引網体験、芋掘り、

チャリティーバザー、お笑いライブ鑑賞、年末交流会

（クリスマス会）など様々な内容でレクリエーション

を実施してきました。

また、昭和６０年から平成２６年までの３０年にわ

たり北海道中央バス労働組合様のご支援によりミステ

リーバスツアーを毎年実施していました。

さらに令和３年からは、新型コロナウイルス感染予

防対策も考慮して年末交流会をオンラインにより実施

しており、居住地域に関係なく気軽に参加していただ

けるなどご家族から好評を得ています。

【これまでの実績】（S５０～R５）

〇 実施回数 １３９回

〇 参加人員 延べ １万１千６４４人

１ 育英奨学事業 ２ 交歓交流事業

交通事故で亡くなられた方の慰霊と交通事故撲滅の

願いを込めて、ご遺族のほか、北海道庁、北海道警察

その他関係団体、本会役員等の参列により、創立当初

から毎年開催しています（R2はコロナで中止）。

【これまでの実績】（S４９～R５）

〇 開催回数 ４８回

〇 参加者数 延べ ５千４５０人

３ 交通事故物故者慰霊祭の実施

※ 上記のほか、交通遺児やその家族の悩み、疑問を受け付ける窓口を設置し、随時対応しています。

これら事業は、本会基本財産の運用益及び本会会員の会費のほか、企業、団体、個人の皆様からの温か

いご寄付、北海道新聞社会福祉振興基金からの助成金のみを原資として実施しています。

子供たち一人ひとりが社会の温かい思いやりの心や応援してくれる人がいるというこ

とを感じながら、それぞれの夢に向かって成長し、大人になったときに今度は自分たち

が手を差し伸べる側になりたいと思っていただけるよう、今後も支援の充実に努めます。



中島（旧姓五十嵐）泉 様（平成３年度卒業）

私の父は、私が１歳半の時に交通事故で亡くなりました。私は父の顔も、声も、ぬくもりも知らずに、母・姉・

兄の愛情を受け育ってきました。ですが、小さい頃は車のない生活、休日はほぼ自宅にいて友達と遊んでいた記

憶があります。

そんな中、交通遺児の会でイベントに参加し、休日に出かけることが唯一の楽しみのひとつだったことも記憶

しています。毎年１２月のクリスマス会では、サンタクロース役の方からプレゼントや、たくさんのおいしい食

事をいただき、お土産にケーキを持ち帰り、その夜家族でケーキを食べることが楽しみの一つでした。

夏には、キャンプにも連れて行っていただきました。キャンプ場から見る初めての夜の星空が綺麗だったこと、

知らない大人の方や同年代の方と話しをしたり、キャンプファイヤーをしたことも記憶に残っています。

毎年、物故者慰霊祭では改めて、交通事故が減っていないことを痛感しながら、亡くなった父を改めて供養し、

自分を見つめなおす機会を与えてくださいました。また、綺麗な花やおいしい食事を頂きました。

交通遺児の会主催のいろいろな思い出が、今でもふとした時に思い出す時があります。女親では連れていく場

所等にも限界があり、行動範囲も決まってしまいます。そんな中で、交通遺児の会で開かれるイベントに参加す

ること、出かけられることが、楽しみでもあり、心の成長にもつながったように思います。

私も今は高校１年の子供をもつ母親です。昔と時代は大きく変わりましたが、私は交通遺児の会で心豊かな思

い出をたくさん作っていただいたように、私の子供にもお金では買えない思い出をこれからもたくさん作ってい

きたいと思っています。

交通遺児の会設立５０周年とのことで、いろいろなイベント設計・実施いただき改めて今は万感の思いを込め

て感謝しております。次世代のこれからの子供たちの心の中にもたくさんの思い出を作ってください。

上田 由梨奈 様（平成１７年度卒業）

子どもの頃、物心つくかつかないかの頃、私の心に残る特別な思い出があります。それは、ウォルト・ディズ

ニー・スタジオが主催する素晴らしいイベント、「ウォルトディズニーワールドオンアイス」（現在は「ディズ

ニーオンアイス」）に交通遺児の会が招待してくれたことでした。当時、私は３人の兄姉、母親と一緒に生活し

ており、親が一人で家計を支える中で、旅行に行くことはほとんど叶わないと、幼いながらもなんとなく理解し

ていました。普段の生活に手いっぱいで、贅沢な夢や冒険をすることにとても高いハードルを感じていました。

しかしそんな中、交通遺児の会の優れたサポートによって、私たちは夢の舞台に足を運ぶ機会を得たのです。

その日は、家族全員がワクワクしながら月寒グリーンドームへ向かいました。私たちの胸が高鳴り、期待と興

奮が一層大きくなる中、イベント会場に足を踏み入れる瞬間、まるで別次元の世界に飛び込んだような感覚が広

がりました。アイススケートの上で輝くキャラクターたちが物語を紡ぎ、私たちはただ見入るばかりでした。

私の記憶に鮮烈に残っているのは、ショーの中でチップとデールが仲良く踊る場面です。彼らの愉快な動きに、

すっかり見入って笑顔で手拍子をたたき、その瞬間に一体感を感じました。また、高さ5メートルもあると思わ

れる巨大なアースラが登場した事も覚えています。あの瞬間、驚きと興奮が一気に広がりました。その迫力ある

パフォーマンスは、私たちを引きつけて離しませんでした。

ミニーマウスの光るペンライトに見入っていたことも忘れられません。色とりどりの光が、暗闇の中でキラキ

ラと輝き、子ども心に幻想的な世界を広げました。その煌めく瞬間は、まさに魔法にかかったような美しさでし

た。

この作文を通じて兄弟たちと共に過ごしたあの日の思い出がよみがえり、それが私たちの大切な宝物であるこ

とを再認識できて嬉しく思います。子どもの頃の家族旅行の思い出は、ただの思い出以上のものであり、それが

私の中にしっかりと存在していることを感じます。作文の機会を通じて、家族と共に過ごした幸せな瞬間を再び

味わうことができ、そのことに心から感謝しています。

◎交通遺児の会の思い出 ～OBからの寄稿～



ご寄付者名(敬称略) 金　額 ご寄付者名(敬称略) 金　額 ご寄付者名(敬称略) 金　額

匿名 12,000 山光運輸（株） 500,000 ワンボックスレンタカー 148,915

宮本剛典 13,000 (有)ミートショップあんぽ 5,000 （株）北海道新聞社 1,350,000

匿名 100,000 アトミクス（株） 30,000 （一社）北海道指定自動車教習所協会 200,000

片田拓己 750,000 マルシン商事 24,000 札幌中古自動車販売協会 300,000

楠原幸一 20,000 三愛自動車工業（株） 499,780 中央バス自動車学校労働組合 10,000

匿名　 30,000 （株）エース 1,000,000 （株）中央バス自動車学園 40,470

匿名 29,792,130 ＭＳ北海道(株) 122,400 札幌方面遊技事業協同組合 200,000

匿名 270 北海道中央バス労働組合 455,807 北海道コカ・コーラボトリング（株） 63,317

匿名 50,000 （株）三笠精算事務所 57,700 北海道商工会青年部連合会 1,628,651

匿名 30,000 （株）函館新聞社 10,000 札幌地区トラック協会札幌白石支部 64,000

匿名 10,000 （一社）札幌斎場 150,000 ＪＡ共済連北海道役職員一同 141,283

匿名 180,000 （一社）北海道警友会 100,000 札幌清田ライオンズクラブ 76,335

匿名 50,000 幻影会 106,585 札幌アカシヤライオンズクラブ 80,000

匿名 80,000 共通運送（株） 200,000 （株）北海道新聞社苫小牧支社 10,000

近藤健二 100,000 耕友五月会 10,000 （有）山本石油御影北SS 4,014

匿名 10,000 エゾイストジャパン 30,000 えんがる商工会女性部 20,000

匿名 100,000 山本晴夫 100,000 北海道西濃運輸労働組合 350,000

匿名 50,000 紫竹ゆかり 30,000 警察大学校本科４９期会 15,000

匿名 1,000,000 島岡久江 30,000 北海道警察初任科第４７期 167,137

匿名 20,000 故平谷輝人 25,000 （一社）札幌地区トラック協会 43,000

匿名 10,000 宮井能雅 50,000 北海道郵便逓送（株） 300,000

匿名 30,000 島田子 300,000 ジェイ・アール北海道バス（株）

匿名 20,000 匿名 7,960,400 桑園自動車学校 100,000

32,457,400 11,796,672 5,312,122
設置者名(敬称略) 金　額 設置者名(敬称略) 金　額 設置者名(敬称略) 金　額

共同交通(株) 29,739 第一ホテル翠山亭 23,119 (株)京王プラザホテル札幌 9,864

(一財)弘仁会 3,846 平和園(太平店) 15,461 札幌医大事務局（教育研究棟） 3,559

イオン北海道(株) 1,931,713 札幌医大事務局（防災センター） 23,147

ご寄付者名(敬称略) 寄付の内容

木下サーカス(株) 木下大サーカス札幌公演チケット

会員の異動

<令和５年・敬称略>

〈正会員〉

退会

札幌みらい中央青果（株）

柳谷 隆治

〈賛助会員〉

退会

日通札幌運輸（株）

ttt 事務局より ttt
v令和６年は当会設立５０周年になります。記念式典を予定しておりますので、た

くさんのかたに参加して頂けると幸いです。皆様とお会いできることを楽しみにし

ております。

v本会が実施する事業は、全て贈呈であり、返済の必要がありません。どうぞ遠慮

なくご利用ください。

v当会ホームページから、奨学金などの各種申請書が取り出せるよう

になっておりますのでご活用ください。

v本会へのご意見ご要望がございましたら、遠慮なくお寄せください。

【 事務局 】
電話 ０１１－２３２－８６８８ F A X ０１１－２３２－８６８９

温かいご支援ありがとうございます

次の方々から浄財が寄せられました。令和５年１月１日から令和５年１２月３１日までの分を報告（順不同）します。

（単位；円）
◎ 寄 附 金

◎ その他の支援

◎ 募 金 箱


